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(57)【要約】
　方法は、複数のＳＩＢ（system-information　block
）ブロック及び関連するコンテンツを検出するステップ
を有しても良い。関連するコンテンツは格納されても良
い。方法は、複数のＳＩＢブロックに関連する複数の変
化フラグを検出するステップであって、前記複数の変化
フラグの各々は前記複数のＳＩＢブロックのうちの１つ
に関連する、ステップを更に有しても良い。第１の変化
フラグ値を有する変化フラグを検出することに応答して
、前記第１の変化フラグに関連するＳＩＢブロックのコ
ンテンツが再利用されても良い。第１の変化フラグ値は
、前記第１の変化フラグに関連するＳＩＢブロックのコ
ンテンツに対する変化の不存在を示しても良い。第２の
変化フラグ値を有する変化フラグを検出することに応答
して、前記第２の変化フラグに関連するＳＩＢブロック
が検出され、関連するコンテンツが格納されても良い。
第２の変化フラグ値は、関連するＳＩＢブロックのコン
テンツに対する変化を示しても良い。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークのダウンリンクチャネルから、複数のＳＩＢ（system-informati
on　block）ブロックと該複数のＳＩＢブロックの各々に関連するコンテンツを検出する
ステップと、
　前記複数のＳＩＢブロックの各々に関連する前記コンテンツを格納するステップと、
　前記無線通信ネットワークの前記ダウンリンクチャネルから、前記複数のＳＩＢブロッ
クの各々に関連する複数の変化フラグを含む送信信号を検出するステップであって、前記
複数の変化フラグの各々は前記複数のＳＩＢブロックのうちの１つに関連する、ステップ
と、
　前記複数の変化フラグのうち、第１の変化フラグ値を有する変化フラグを検出すること
に応答して、該変化フラグに関連するＳＩＢブロックのコンテンツを再利用するステップ
であって、前記第１の変化フラグ値は、前記変化フラグに関連するＳＩＢブロックのコン
テンツに対する変化の不存在を示す、ステップと、
　第２の変化フラグ値を有する変化フラグを検出することに応答して、該変化フラグに関
連するＳＩＢブロックを検出し、該変化フラグに関連するＳＩＢブロックのコンテンツを
格納するステップであって、前記第２の変化フラグ値は、前記変化フラグに関連するＳＩ
Ｂブロックのコンテンツに対する変化を示す、ステップと、
　前記複数の変化フラグの変化フラグ値に基づき、コンテンツの変化したＳＩＢブロック
を選択的に検出するステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　前記複数のＳＩＢブロックは、
　　第１のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢ１（system-information-block-one）
ブロックと、
　　第２のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢ２（system-information-block-two）
ブロックと、
　　第３のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢｘ（system-information-block-x）ブ
ロックであって、前記第３のシステム情報コンテンツは、前記第１のシステム情報コンテ
ンツ及び前記第２のシステム情報コンテンツの両方より高いリフレッシュレートを有する
、ＳＩＢｘブロックと、
　を有し、
　前記複数の変化フラグは、
　　前記ＳＩＢ１ブロックに関連する第１の変化フラグと、
　　前記ＳＩＢ２ブロックに関連する第２の変化フラグと、
　　前記ＳＩＢｘブロックに関連する第３の変化フラグと、
　を有する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＳＩＢｘブロックは、ＭＴＣ（machine-type-communication）装置に関連するラン
ダムアクセスチャネルの構成に関連するコンテンツを含むＳＩＢ２Ｍ（system-informati
on-block-two-machine-type-communication）ブロックを有する、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記複数の変化フラグを含む送信信号と、前記ＳＩＢ１ブロックと、前記ＳＩＢ２ブロ
ックと、前記ＳＩＢ２Ｍブロックと、のうちの１又は複数は、ＭＴＣ（machine-type-com
munication）リソース割り当ての中で受信される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　動作を実行するためにプロセッサ又はプロセッサシステムにより実行可能な符号化され
たプログラムコードを有する非一時的コンピュータ可読媒体を有する端末であって、前記
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動作は、
　複数のＳＩＢ（system-information　block）ブロックと該複数のＳＩＢブロックの各
々に関連するコンテンツを検出するステップと、
　前記複数のＳＩＢブロックの各々に関連する前記コンテンツを格納するステップと、
　前記複数のＳＩＢブロックの各々に関連する複数の変化フラグを含む送信信号を検出す
るステップであって、前記複数の変化フラグの各々は前記複数のＳＩＢブロックのうちの
少なくとも１つに関連する、ステップと、
　前記複数の変化フラグのうち、第１の変化フラグ値を有する変化フラグを検出すること
に応答して、前記第１の変化フラグ値を有する変化フラグに関連するＳＩＢブロックのコ
ンテンツを再利用するステップであって、前記第１の変化フラグ値は、前記変化フラグに
関連するＳＩＢブロックのコンテンツに対する変化の不存在を示す、ステップと、
　を有する、端末。
【請求項６】
　前記複数のＳＩＢブロックは、
　　第１のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢ１（system-information-block-one）
ブロックと、
　　第２のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢ２（system-information-block-two）
ブロックと、
　　第３のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢｘ（system-information-block-x）ブ
ロックであって、前記第３のシステム情報コンテンツは、前記第１のシステム情報コンテ
ンツ及び前記第２のシステム情報コンテンツの両方より高いリフレッシュレートを有する
、ＳＩＢｘブロックと、
　を有する、
　請求項５に記載の端末。
【請求項７】
　前記ＳＩＢｘブロックは、ＳＩＢ２Ｍ（system-information-block-two-machine-type-
communication）ブロックを有する、請求項６に記載の端末。
【請求項８】
　前記ＳＩＢ２Ｍブロックは、ＭＴＣ（machine-type-communication）装置に関連するラ
ンダムアクセスチャネルの構成に関連するコンテンツを有する、請求項７に記載の端末。
【請求項９】
　前記変化フラグが前記複数の変化フラグのうち第２の変化フラグ値を有することに応答
して、前記変化フラグに関連するＳＩＢブロックを検出し、前記変化フラグに関連するＳ
ＩＢブロックのコンテンツを格納し、前記第２の変化フラグ値は、前記変化フラグに関連
するＳＩＢブロックのコンテンツに対する変化を示し、
　前記複数の変化フラグは、
　　前記ＳＩＢ１ブロックに関連する第１の変化フラグと、
　　前記ＳＩＢ２ブロックに関連する第２の変化フラグと、
　　前記ＳＩＢｘブロックに関連する第３の変化フラグと、
　を有し、
　前記第２の変化フラグ値を有する前記第１の変化フラグを受信することに応答して、前
記ＳＩＢ１ブロックを検出し、前記第１のシステム情報コンテンツを格納し、
　前記第２の変化フラグ値を有する前記第２の変化フラグを受信することに応答して、前
記ＳＩＢ２ブロックを検出し、前記第２のシステム情報コンテンツを格納し、
　前記第２の変化フラグ値を有する前記第３の変化フラグを受信することに応答して、前
記ＳＩＢｘブロックを検出し、前記第３のシステム情報コンテンツを格納する、
　請求項６に記載の端末。
【請求項１０】
　ＭＩＢ（master-information　block）ブロックは、前記複数の変化フラグを有する、
請求項５に記載の端末。
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【請求項１１】
　前記ＭＩＢブロックは、ＭＴＣ（machine-type　communication）リソース割り当ての
中で受信される、請求項１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記ＳＩＢブロックは、ＭＴＣ（machine-type　communication）リソース割り当ての
中で受信される、請求項５に記載の端末。
【請求項１３】
　動作を実行するためにプロセッサにより実行可能な符号化されたプログラムコードを有
する非一時的コンピュータ可読媒体を有する基地局であって、前記動作は、
　複数のＳＩＢ（system-information　block）ブロックの各々に関連するコンテンツを
含む該複数のＳＩＢブロックを送信するステップと、
　前記複数のＳＩＢブロックに関連する複数の変化フラグを送信するステップであって、
前記複数の変化フラグの各々は、前記複数のＳＩＢブロックのうちの１つと関連し、前記
複数の変化フラグの各々は、第１の変化フラグ値又は第２の変化フラグ値を有し、前記第
１の変化フラグ値は前記関連するＳＩＢブロックのコンテンツに対する変化の不存在を示
し、前記第２の変化フラグ値は、前記関連するＳＩＢブロックのコンテンツに対する変化
を示す、ステップと、
　を有する、基地局。
【請求項１４】
　前記複数のＳＩＢブロックを送信するステップは、
　第１のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢ１（system-information-block-one）ブ
ロックを送信するステップと、
　第２のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢ２（system-information-block-two）ブ
ロックを送信するステップと、
　第３のシステム情報コンテンツを有するＳＩＢｘ（system-information-block-x）ブロ
ックを送信するステップであって、前記第３のシステム情報コンテンツは、前記第１のシ
ステム情報コンテンツ及び前記第２のシステム情報コンテンツの両方より高いリフレッシ
ュレートを有する、ステップと、
　を有する、
　請求項１３に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記ＳＩＢｘブロックは、ＭＴＣ（machine-type-communication）装置に関連するラン
ダムアクセスチャネルの構成に関連するコンテンツを含むＳＩＢ２Ｍ（system-informati
on-block-two-machine-type-communication）ブロックを有する、請求項１４に記載の基
地局。
【請求項１６】
　前記複数の変化フラグは、
　前記ＳＩＢ１ブロックに関連する第１の変化フラグと、
　前記ＳＩＢ２ブロックに関連する第２の変化フラグと、
　前記ＳＩＢｘブロックに関連する第３の変化フラグと、
　を有する、請求項１４に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記動作は、前記複数の変化フラグを有するＭＩＢ（master-information　block）を
送信するステップ、を更に有する請求項１３に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記ＭＩＢブロックは、中央リソース割り当てで送信される、請求項１７に記載の基地
局。
【請求項１９】
　前記ＭＩＢブロックは、ＭＴＣ（machine-type　communication）リソース割り当ての
中で送信される、請求項１７に記載の基地局。
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【請求項２０】
　前記ＳＩＢブロックは、ＭＴＣ（machine-type　communication）リソース割り当ての
中で送信される、請求項１３に記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願明細書で議論される実施形態は、マシン型通信（machine-type　communication）
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）及びＬＴＥ－Ａ（Long　Term　Evolution　Advanced
）ネットワークのような無線アクセス通信ネットワークは、マシン型通信（machine-type
　communications：ＭＴＣ）としても知られるＭ２Ｍ（machine-to-machine）通信のため
に用いることができる。通常、ＭＴＣは、無人端末に、無線アクセスネットワークを介し
て無線で且つ遠隔で、中央専用サーバに情報をレポートさせることができる。中央専用サ
ーバは、該情報を収集する１又は複数の適切なＭＴＣアプリケーション及び／又はＭＴＣ
サーバに該情報を配信しても良い。ＭＴＣ互換性を有する端末は、様々な状況で用いられ
得る。このような状況の一例は、無線アクセス通信ネットワークを介して電力会社サーバ
にリソース消費、測定、及び／又は特別イベントをレポートするスマートメータを含み得
る。ＭＴＣを利用し得るアプリケーションの他の例は、監視、警告システム又は人々を追
跡するシステム、輸送ネットワーク、フリート管理、連結車両、都市オートメーション、
料金徴収、排ガス規制、電子健康（eHealth）アプリケーション、製造監視及びオートメ
ーション、並びに家庭、ビル、等を含む設備管理で使用されるセキュリティネットワーク
を含む。
【０００３】
　本願明細書で請求される主題は、上述のような欠点を解決する実施形態や上述のような
環境でのみ機能する実施形態に限定されない。むしろ、この背景技術は、単に、本願明細
書に記載される複数の実施形態が実施される技術分野の一例を説明するために提供される
。
【発明の概要】
【０００４】
　一実施形態の一態様によると、方法は、無線通信ネットワークのダウンリンクチャネル
から、複数のＳＩＢ（system-information　block）ブロックと、前記複数のＳＩＢブロ
ックの各々に関連するコンテンツと、を検出するステップを有しても良い。方法は、前記
複数のＳＩＢブロックの各々に関連するコンテンツを格納するステップを更に有しても良
い。方法は、前記無線通信ネットワークの中のダウンリンクチャネルから、複数のＳＩＢ
ブロックに関連する複数の変化フラグを含む送信信号検出するステップであって、前記複
数の変化フラグの各々は前記複数のＳＩＢブロックのうちの１つに関連する、ステップを
更に有しても良い。前記複数の変化フラグのうち、第１の変化フラグ値を有する変化フラ
グを検出することに応答して、方法は、該変化フラグに関連するＳＩＢブロックのコンテ
ンツを再利用するステップを有しても良い。第１の変化フラグ値は、前記第１の変化フラ
グに関連するＳＩＢブロックのコンテンツに対する変化の不存在を示しても良い。第２の
変化フラグ値を有する変化フラグを検出することに応答して、方法は、前記変化フラグに
関連するＳＩＢブロックを検出するステップと、前記変化フラグに関連するＳＩＢブロッ
クのコンテンツを格納するステップと、を有しても良い。第２の変化フラグ値は、前記変
化フラグに関連するＳＩＢブロックのコンテンツに対する変化を示しても良い。方法は、
前記複数の変化フラグの変化フラグ値に基づき、コンテンツの変化したＳＩＢブロックを
選択的に検出するステップを更に有しても良い。
【０００５】
　実施形態の目的及び利点が理解され、少なくとも特に特許請求の範囲で指摘された要素
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、特徴及び組合せを用いて達成されるだろう。
【０００６】
　上述の全体的説明及び以下の詳細な説明の両方は、例示及び説明のためであり、本発明
の範囲を限定しないことが理解される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　例示的な実施形態は、添付の図面を用いて、更なる特異性及び詳細事項と共に記載され
説明される。
【図１】例示的な無線アクセスシステムの図である。
【図２】図１の無線アクセスシステムの中で実施され得る例示的な時間及び周波数リソー
ス割り当ての図である。
【図３】図１の無線アクセスシステムの中で実施され得る別の例示的な時間及び周波数リ
ソース割り当ての図である。
【図４】図１の無線アクセスシステムの中で実施され得る例示的なシステム情報ブロック
送信方式の時間図である。
【図５】図１の無線アクセスシステムの中で実施され得る例示的な物理層リソース割り当
てＭＩＢ（master-information　block）送信方式の図である。
【図６】図１の無線アクセスシステムの中で実施され得る例示的なマシン型通信ＭＩＢリ
ソース割り当ての図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本願明細書に記載の幾つかの実施形態は、３ＧＰＰ（３rd　Generation　Partnership
　Project）のＬＴＥ（Long　Term　Evolution）無線アクセスネットワークに基づく無線
アクセスシステムに関連しても良い。ＬＴＥに関連する記載は、３ＧＰＰのＬＴＥ－Ａ（
Long　Term　Evolution　Advanced）無線アクセスネットワークにも適用できる。しかし
ながら、本願明細書に記載の実施形態は、記載の例示的な無線アクセスシステムに限定さ
れない。むしろ、本願明細書に記載の実施形態は、他の無線アクセスシステムにも適用可
能である。
【０００９】
　本発明の実施形態を、添付の図面を参照して以下に説明する。
【００１０】
　図１は、本願明細書に記載の少なくとも１つの実施形態により配置される例示的な無線
アクセスシステム１００の図である。幾つかの実施形態では、無線アクセスシステム１０
０の無線アクセスネットワークアーキテクチャは、Ｅ－ＵＭＴＳ（Evolved　Universal　
Mobile　Telecommunications　System）の無線アクセスネットワークアーキテクチャを含
んでも良い。Ｅ－ＵＭＴＳは、例えばＬＴＥ無線アクセスネットワーク等を含んでも良い
。無線アクセスネットワークは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（E-UMTS　Terrestrial　Radio　Access
　Network）を含んでも良い。しかしながら、他の種類のネットワークアーキテクチャが
代替で又は追加で用いられても良い。
【００１１】
　無線アクセスシステム１００は、基地局１０２を有しても良い。基地局１０２は、通常
、認可される特定の周波数帯での無線通信のためのハードウェア及びソフトウェアを有し
ても良い。例えば、基地局１０２は、端末１０４ａ、端末１０４ｂ、及び端末１０４ｃ（
総称して「端末１０４」）のような装置と無線インタフェース１１０を介して通信するた
めに装備されても良い。基地局１０２は、通常、端末１０４に、基地局１０２との無線イ
ンタフェース１１０を介してコアネットワーク（図示しない）と無線通信させることがで
きる。
【００１２】
　基地局１０２は、通常、認可スペクトルを介する無線通信のためのハードウェア及び／
又はソフトウェアを有しても良い。代替又は追加で、基地局１０２は、認可スペクトルを
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介する無線通信のためのハードウェア及び／又はソフトウェアを有しても良い。認可スペ
クトルは、通常、データ送信のために許可された無線スペクトルの部分を有しても良い。
例えば、基地局１０２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様リリース８－１２に従うＬＴＥ無線アク
セスネットワークのようなＬＴＥ無線アクセスネットワークに準拠するデータを処理し、
送信し、及び受信するよう構成されても良い。基地局１０２は、ＬＴＥ無線アクセスネッ
トワークに関連付けられたＥ－ＵＴＲＡＮ　ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）を有しても良い。基地
局１０２は、メモリ１１２、プロセッサ１１４、及び関連するフロントエンド部（図示し
ない）を備える１又は複数の無線周波数通信機を有しても良い。メモリ１１２は、非一時
的コンピュータ可読媒体を有しても良い。プロセッサ１１４により実行可能なプログラミ
ングコードのような命令は、メモリ１１２の中に符号化されても良い。命令がプロセッサ
１１６により実行されると、基地局１０２は、本願明細書に記載の処理に関連する及び／
又はそれを含む動作を実行しても良い。
【００１３】
　端末１０４は、端末１０４に認可スペクトルを介して無線通信によりデータを送信及び
受信させるよう構成される機器を有しても良い。例えば、端末１０４は、無線伝送を送信
し及び受信するための関連するフロントエンド部を備える１又は複数の無線周波数通信機
、及び関連するプロトコルコーデックを含むベースバンドプロセッサ、のような専用ハー
ドウェアを有しても良い。端末１０４は、場合によってはコアネットワークの一部である
、通信中にＭＴＣサーバ（図示しない）と通信するために構成されるＭＴＣ（マシン型通
信）ハードウェア及び／又はソフトウェアを用いても良い。このような端末１０４の例は
、限定ではなく、監視及び警告装置、電力測定及び計測装置、製造監視及びオートメーシ
ョン装置、設備管理装置、等を有し得る。代替で又は追加で、端末１０４は、限定ではな
く、移動電話機、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、及び／又は無線
通信を用い得る他の電子装置、を有しても良い。
【００１４】
　端末１０４の各々は、メモリ１０６、プロセッサ１０８、及び１又は複数の無線周波数
通信機部（図示しない）を有しても良い。メモリ１０６は、非一時的コンピュータ可読媒
体を有しても良い。プロセッサ１０８により実行可能なプログラミングコードのような命
令は、メモリ１０６の中に符号化されても良い。命令がプロセッサ１０８により実行され
ると、関連する端末１０４ａ、１０４ｂ、１０４ｃは、本願明細書に記載の処理に関連す
る及び／又はそれを含む動作を実行しても良い。
【００１５】
　端末１０４と基地局１０２との間の接続設定手順は、端末１０４が無線インタフェース
１１０を介して基地局１０２へデータを送信できる前に完了されても良い。接続設定手順
は、端末１０４を基地局１０２に同期化するステップと、基地局１０２とのランダムアク
セス手順を実行するステップと、を有しても良い。幾つかの実施形態では、端末１０４と
基地局１０２との間のランダムアクセス手順は、通常、ＬＴＥ無線アクセスネットワーク
に関連するランダムアクセス手順の間に交換されるメッセージに対応するメッセージを有
しても良い。
【００１６】
　基地局１０２は、端末１０４が位置するセルに関連付けられても良い。幾つかの例では
、基地局１０２に関連付けられたセルの範囲内にいる端末１０４は、カバレッジ不足（de
ficit）を経験することがある。カバレッジ不足を経験している端末１０４は、基地局１
０２に関連するセルカバレッジの範囲内に位置するが、人間のユーザに提供される最低受
信電力レベルに関連付けられたセル端レベルより低い受信信号品質を経験し得る。例えば
、カバレッジ不足を経験している端末１０４は、セル端ＳＩＮＲ（signal-to-interferen
ce-and-noise　ratio）より低いＳＩＮＲを経験し得る。例として、カバレッジ不足を経
験している端末１０４は、地下、機械室、等のようなカバレッジの困難な環境に位置する
場合がある。
【００１７】



(8) JP 2016-528846 A 2016.9.15

10

20

30

40

50

　ダウンリンク（ＤＬ）及びアップリンク（ＵＬ）物理チャネルの繰り返しに基づくパタ
ーンは、カバレッジ不足を経験している端末１０４に、カバレッジ不足にもかかわらず、
無線インタフェース１１０を介して無線通信を実行させるために利用され得る。幾つかの
例では、カバレッジ不足を経験している端末１０４は、基地局１０２によりブロードキャ
ストされたシステム情報をデコードしようとしても良い。カバレッジ不足を経験している
端末１０４は、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに関連するブロードキャストチャネル（
ＢＣＨ）を介してＭＩＢ（master-information　block）送信信号をデコードしようとし
ても良い。ＭＩＢのデコードの成功に続き、カバレッジ不足を経験している端末１０４は
、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに関連するダウンリンク共有チャネル（downlink　sh
ared　channel：ＤＬ－ＳＣＨ）のＳＩＢ（system-information　block）選択送信信号を
デコードしようとしても良い。
【００１８】
　幾つかの例では、カバレッジ不足を経験している端末１０４は、基地局１０２を介して
最初にネットワークにアクセスするために、端末１０４により使用されるべきパラメータ
について、ＭＩＢ送信信号をデコードしても良い。例えば、端末１０４は、基地局１０２
に関連するセルが端末１０４の能力に対して選択するのに適しているか否かを決定するた
めに、ＳＩＢ１（system-information-block-one）送信信号を更にデコードしても良い。
ＳＩＢ１送信信号は、他のＳＩＢのシステム情報値タグ及び／又は時間領域スケジューリ
ングを有しても良い。
【００１９】
　ＭＩＢ送信信号及びＳＩＢ１送信信号のタイミング及び周期は、予め知られていても良
い。ＳＩＢ２（system-information-block-two）送信信号、ＳＩＢ３（system-informati
on-block-three）送信信号、及び／あまたは同様のもののような他のＳＩＢのタイミング
及び周期は、可変であっても良く、ＳＩＢ１送信信号により示されても良い。
【００２０】
　端末１０４は、セルアクセスに関連する情報を決定するために、ＳＩＢ２送信信号をデ
コードしても良い。ＳＩＢ２送信信号は、例えば、ＲＡＣＨ（random　access　channel
）関連パラメータ、アイドルモードページング構成、ＰＵＣＣＨ（physical　uplink　co
ntrol　channel）構成、ＰＵＳＣＨ（physical　uplink　shared　channel）構成、ＵＬ
電力制御及びサウンディング参照信号構成、ＵＬ搬送波周波数及び／又は帯域幅情報、セ
ルベアリング情報、等、又はそれらの任意の組合せを有しても良い。
【００２１】
　ＭＩＢ送信信号、ＳＩＢ１送信信号、及びＳＩＢ２送信信号は、場合によってはＬＴＥ
無線アクセスネットワークに関連するＩＥ（information　element）にグループ化される
情報を有しても良い。
【００２２】
　繰り返しに基づくパターンの使用は、処理時間の増大により、カバレッジ不足を経験し
ている端末１０４に、ＳＩＢ送信信号デコード遅延を経験させる場合がある。幾つかの例
では、－１５ｄＢ以上のカバレッジ不足を経験している端末１０４は、２つの受信アンテ
ナを有しても良く、ＭＩＢ送信信号インスタンスは、端末１０４がＭＩＢ送信信号を検出
できるように、中央帯域で５回（又は何らかの他の回数）繰り返されても良い。幾つかの
例では、中央帯域でのＭＩＢ送信信号と共にＰＢＣＨ（physical　broadcast　channel）
電力ブーストを使用することは、ＰＳＣＨ（primary　synchronization　channel）シー
ケンスに近いので、望ましくない場合がある。
【００２３】
　同様に、－１５ｄＢのカバレッジ不足を経験している端末１０４は、１つの受信アンテ
ナを有しても良く、ＭＩＢ送信信号インスタンスは、４個の連続フレームに渡り１０回の
６個のＰＲＢ（physical　resource　block）の連続的物理割り当てに渡り定められた中
央帯域で繰り返されても良い。これは、推定で最大２７．４パーセントのリソースペナル
ティをもたらし得る。結果として、カバレッジ不足を経験している端末１０４の中央帯域
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でＭＩＢ送信信号を繰り返すことは、推定で中央帯域のリソースの１３．７パーセント乃
至２７．４パーセント（１個又は２個の端末受信機が用いられるかに依存する）がマシン
端末１０４のサブセットに割り当てられ得るので、物理リソースが効率的ではない。さら
に、中央帯域でＳＩＢ送信信号のインスタンスを繰り返すことは、同様に非効率であり得
る。
【００２４】
　幾つかの例では、－１５ｄＢのカバレッジ不足を経験している端末１０４は、ｅＮＢと
同期して、ＭＩＢ送信信号、ＳＩＢ１送信信号、及びＳＩＢ２送信信号をデコードする条
件に依存して、最大で約７．５秒（ｓ）の遅延を経験し得る。
【００２５】
　前述の幾つかの実施形態では、カバレッジ不足を経験している端末１０４により経験さ
れるＭＩＢ及び／又はＳＩＢ送信信号のデコード遅延は、減少され得る。代替で又は追加
で、前述の幾つかの実施形態は、カバレッジ不足マシン装置がサービスを提供されるとき
、人間向きトラフィックのための中央帯域効率を向上し得る。
【００２６】
　幾つかの実施形態は、大きなカバレッジ不足を経験しているマシン装置のためにＬＴＥ
無線アクセスネットワークに関連する中央帯域において定められた既存のＭＩＢコンテン
ツ送信信号を適応しても良い。別の実施形態では、新しいＭＴＣ　ＰＢＣＨが、この特定
の装置クラスのために定められても良い。さらに、本願明細書のマシン装置クラスのため
に、幾つかの実施形態では、新しいＳＩＢ２Ｍ（system-information-block-two-machine
-type-communication）ブロックが定められ実装されても良い。幾つかの実施形態では、
ＳＩＢ２Ｍブロックは、ＲＡＣＨ（random　access　channel）構成を示す、ＭＴＣ装置
によるランダムアクセス手順のための情報を有しても良い。別の実施形態では、代替で、
新しいＭＴＣリソース割り当てが、この特定のマシン装置クラスのために定められ実装さ
れても良い。ＭＴＣリソース割り当ては、ＭＴＣ　ＭＩＢ、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２、及び／
又はＳＩＢ２Ｍ送信信号を有しても良い。
【００２７】
　ＳＩＢ１コンテンツ及びＳＩＢ２コンテンツの大部分は各サイクルの間にリフレッシュ
されないので、システム情報コンテンツの他の部分に対して高いリフレッシュレートを経
験し得るシステム情報コンテンツのサブセット（幾つかの例では、このサブセットはＳＩ
Ｂ２コンテンツの一部であり得る）に関連するＳＩＢｘ（system-information-block-x）
ブロックを識別することは妥当である。幾つかの例では、高いリフレッシュレートを有す
るシステム情報は、平均システム情報変化レートより高いレートで変化するシステム情報
のサブセットを有しても良い。ＳＩＢｘブロックシステム情報コンテンツは、ＳＩＢ１ブ
ロックシステム情報コンテンツ及びＳＩＢ２システム情報コンテンツの両方よりも高いリ
フレッシュレートを有しても良い。幾つかの実施形態では、複数のＳＩＢｘブロックが用
いられても良い。
【００２８】
　例として、ＳＩＢｘブロックは、preambleInfo、numberOfRA-Preambles、preamblesGro
upAConfig、sizeOfRA-PreamblesGroupA、messageSizeGroupA、messagePowerOffsetGroupB
、prach-Config、rootSequenceIndex、prach-ConfigInfo、prach-ConfigIndex、highSpee
dFlag、zeroCorrelationZoneConfig、prach-FreqOffset、等、又はこれらの任意の組合せ
を含むがこれらに限定されない、ＭＴＣ装置のためのＬＴＥ無線アクセスネットワーク（
ＲＡＮ）のシステムランダムアクセスチャネル構成に関連するＩＥ（information　eleme
nt）を有しても良い。
【００２９】
　例えば、ＳＩＢｘブロックはＳＩＢ２Ｍブロックであっても良い。ＳＩＢ２Ｍブロック
の記述は、代替で又は追加で、他のＳＩＢｘサブセットに適用しても良い。１又は複数の
ＳＩＢｘサブセットを識別することは、カバレッジ不足装置をサポートするＳＩＢ１及び
ＳＩＢ２の有意な繰り返しを削減し得る。
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【００３０】
　ＳＩＢ２Ｍ送信信号は、削減されたペイロードを有しても良い。ＳＩＢ２Ｍ送信信号は
、カバレッジ不足を経験している端末１０４による検出に適した特定の繰り返しに基づく
パターンでブロードキャストされても良い。幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２Ｍ送信信号
は、ＳＩＢ２送信サイクルの中で検出されても良い。
【００３１】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ１コンテンツ、ＳＩＢ２コンテンツ、及び／又はＳＩＢ
２Ｍコンテンツへの変化を示すために、変化フラグが定められても良い。基地局１０２は
、ＭＩＢコンテンツの部分として、変化フラグを送信しても良い。端末１０４は、前にデ
コードしたＳＩＢ１情報ブロック、前にデコードしたＳＩＢ２情報ブロック、及び／又は
前にデコードしたＳＩＢ２Ｍ情報ブロックからの情報を格納しても良い。端末１０４は、
ＳＩＢ１コンテンツ、ＳＩＢ２コンテンツ、及び／又はＳＩＢ２Ｍコンテンツに関連する
情報が所与の時間量の間に変化したことを示す受信した変化フラグ情報の値に依存して、
ＳＩＢ１情報ブロック、ＳＩＢ２情報ブロック、及び／又はＳＩＢ２Ｍ情報ブロックの前
に成功した繰り返しと関連する格納された情報を再利用しても良い。変化フラグの値に基
づき、端末は、変化したコンテンツを有するＳＩＢ１情報ブロック、ＳＩＢ２情報ブロッ
ク、及び／又はＳＩＢ２Ｍ情報ブロックを選択的に検出しても良い。変化フラグは、中央
帯域ＭＩＢ送信信号に含まれても良く、代替でＭＴＣリソース割り当てが定められる場合
にはＭＴＣリソース割り当てＭＩＢ送信信号に含まれても良い。
【００３２】
　図２は、図１の無線アクセスシステム１００の中で実施され得る例示的な時間及び周波
数リソース割り当て２００の図である。リソース割り当て２００は、１０メガヘルツ（Ｍ
Ｈｚ）の帯域幅に関連しても良く、ＤＬリソースにおいて構成されても良い。幾つかの例
では、リソース割り当て２００は、ＰＲＢ０乃至ＰＲＢ４９として表される５０個のＰＲ
Ｂと関連付けられても良い。
【００３３】
　リソース割り当て２００は、中央リソース割り当て２０２を有しても良い。幾つかの例
では、中央リソース割り当て２０２は、６個のＰＲＢに渡り定められても良く、１０ＭＨ
ｚ帯域が想定される場合には、ＰＲＢ２０乃至ＰＲＢ２５に位置しても良い。幾つかの実
施形態では、１又は複数の専用ＭＴＣリソース割り当ては、連続の又は非連続のＰＲＢグ
ループの１又は複数のセットに渡り定められても良い。リソース割り当て２００は、通常
、非ＭＴＣトラフィック（通常、人間向きトラフィック）と関連付けられ得るリソース割
り当て２０４を有しても良い。
【００３４】
　幾つかの実施形態では、リソース割り当て２００は、ＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２
０８を有しても良い。ＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２０８は、６個のＰＲＢに渡り定め
られても良く、一例としてＰＲＢ３８乃至ＰＲＢ４３に位置しても良い。しかしながら、
ＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２０８は、代替で又は追加で、他の連続の又は非連続のＰ
ＲＢグループに位置しても良い。
【００３５】
　幾つかの実施形態では、カバレッジ不足を経験している端末が検出されるとき、追加リ
ソースはカバレッジ不足を経験している端末のために専用であっても良い。カバレッジ不
足を経験している端末に専用のリソースは、動的又は半静的に専用であっても良い。
【００３６】
　図３は、図１の無線アクセスシステム１００の中で実施され得る別の例示的な時間及び
周波数リソース割り当て３００の図である。リソース割り当て３００は、２０ＭＨｚの帯
域幅に関連しても良く、ＤＬリソースにおいて構成されても良い。幾つかの例では、リソ
ース割り当て３００は、ＰＲＢ０乃至ＰＲＢ９９として表される１００個のＰＲＢと関連
付けられても良い。
【００３７】
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　リソース割り当て３００は、通常、図２の中央リソース割り当てに対応する中央リソー
ス割り当て３０２を有しても良い。幾つかの例では、中央リソース割り当て３０２は、Ｐ
ＲＢ４５乃至ＰＲＢ５０に位置しても良い。リソース割り当て３００は、代替又は追加で
、通常、図２のリソース割り当て２０４に対応する、人間向きトラフィックに割り当られ
た、リソース割り当て３０４を有しても良い。幾つかの実施形態では、リソース割り当て
３００は、通常、図２のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２０８に対応するＤＬ　ＭＴＣリ
ソース割り当て３０８を有しても良い。ＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て３０８は、一例と
して、ＰＲＢ７５乃至ＰＲＢ８０に位置しても良い。しかしながら、ＤＬ　ＭＴＣリソー
ス割り当て３０８は、代替で又は追加で、他の連続の又は非連続のＰＲＢグループに位置
しても良い。
【００３８】
　図４は、図１の無線アクセスシステム１００の中で実施され得る例示的なシステム情報
ブロック送信方式４００（以後、「方式４００」）の時間図である。方式４００は、任意
で、１又は複数のＭＴＣリソース割り当てを有するリソース割り当てを用いて実施されて
も良い。例えば、方式４００は、通常、図２のリソース割り当て２００に及び図３のリソ
ース割り当て３００に対応するリソース割り当てを用いて実施されても良い。しかしなが
ら、方式４００は、ＭＴＣリソース割り当てを有しないリソース割り当てを用いて実施さ
れても良い。
【００３９】
　方式４００は、ＭＩＢブロック送信信号４０２、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３、Ｓ
ＩＢ２ブロック送信信号４０４、及びＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５を有しても良い
。例として、ＭＩＢブロック送信信号４０２、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３、ＳＩＢ
２ブロック送信信号４０４、及びＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、第１のフレーム
４０６ａ、第２のフレーム４０６ｂ、第３のフレーム４０６ｃ、第４のフレーム４０６ｄ
、第５のフレーム４０６ｅ、第６のフレーム４０６ｆ、第７のフレーム４０６ｇ、第８の
フレーム４０６ｈ、第９のフレーム４０６ｉ、及び第１０のフレーム４０６ｊの部分（総
称して「フレーム４０６」）に渡り示される。しかしながら、方式４００は、図示のフレ
ーム４０６を超えて続いても良い。幾つかの例では、フレーム４０６は、それぞれ、１０
ミリ秒（ｍｓ）の長さであっても良い。フレーム４０６は、通常、ＬＴＥ無線アクセスネ
ットワークに関連するフレームに対応しても良い。
【００４０】
　ＭＩＢブロック送信信号４０２は、第１のフレーム４０６ａの間に送信される第１のＭ
ＩＢブロック送信信号インスタンス４０８と、第２のフレーム４０６ｂ、第３のフレーム
４０６ｃ及び第４のフレーム４０６ｄの間に送信される繰り返しの第１のＭＩＢブロック
送信信号インスタンス４１０と、を有しても良い。ＭＩＢブロック送信信号４０２は、第
５のフレーム４０６ｅの間に送信される第２のＭＩＢブロック送信信号インスタンス４１
２と、第６のフレーム４０６ｆ、第７のフレーム４０６ｇ及び第８のフレーム４０６ｈの
間に送信される繰り返しの第２のブロック４１４と、を更に有しても良い。同様に、ＭＩ
Ｂブロック送信信号４０２は、第９のフレーム４１６ｉの間に送信される第３のＭＩＢブ
ロック送信信号インスタンス４１６と、第１０のフレーム４０６ｊ乃至第１２のフレーム
（図示しない）の間に送信される繰り返しの第３のＭＩＢブロック送信信号インスタンス
４１８と、を更に有しても良い。第２のＭＩＢブロック送信信号インスタンス４１２の繰
り返しの第１のＭＩＢブロック送信信号インスタンス４１０に対するタイミング、及び第
３のＭＩＢブロック送信信号インスタンス４１６の第２のＭＩＢブロック送信信号インス
タンス４１２に対するタイミングは、ＭＩＢブロック送信信号４０２の周期性に基づいて
も良い。
【００４１】
　幾つかの実施形態では、ＭＩＢブロック送信信号４０２の周期性は、ＭＩＢブロック送
信信号周期性４２０に等しくても良い。ＭＩＢブロック送信信号４０２は、カバレッジ不
足を経験している端末がＭＩＢブロック送信信号４０２を累積的に検出できるように、Ｍ
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ＩＢブロック送信信号４２０の少なくとも一部に渡り繰り返しても良い。幾つかの例では
、ＭＩＢブロック送信信号周期性４２０は、４０ｍｓであっても良い。しかしながら、他
のＭＩＢブロック送信信号周期性４２０が用いられても良い。
【００４２】
　幾つかの例では、ＭＩＢブロック送信信号４０２の個々のブロック送信信号インスタン
スは、フレーム４０６の各々の最初の１ミリ秒のサブフレームで送信されても良い。例え
ば、ＭＩＢブロック送信信号４０２の第１のインスタンスは、フレーム番号付けがＳＦＮ
（System　Frame　Number）情報により同期をとられるとき、フレームｍｏｄ４のＬＴＥ
無線アクセスネットワークに関連するサブフレーム＃０で送信されても良い。繰り返しの
第１のＭＩＢブロック送信信号インスタンス４１０は、ＭＩＢブロック送信信号４０２の
後に３個の連続フレームで続いても良い。例えば、繰り返しの第１のＭＩＢブロック送信
信号インスタンス４１０は、フレーム４ｋ＋１、４ｋ＋２、４ｋ＋３で送信されても良い
。ここで、ｋは自然数である。
【００４３】
　幾つかの実施形態では、ＭＩＢブロック送信信号４０２は、通常図２の中央リソース割
り当て２０２及び／又は図３の中央リソース割り当て３０２に対応する中央リソース割り
当てのような、中央リソース割り当てで生成されても良い。代替又は追加で、ＭＩＢブロ
ック送信信号４０２は、通常図２のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２０８及び／又は図３
のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て３０８に対応するＭＴＣリソース割り当てのような、Ｍ
ＴＣリソース割り当てで送信されても良い。
【００４４】
　ＭＩＢブロック送信信号４０２が中央リソース割り当てで送信されるとき、ＭＩＢブロ
ック送信信号４０２は、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに渡り送信されるＭＩＢブロッ
ク送信信号構造と同様であっても良い。幾つかの実施形態では、ＭＩＢブロック送信信号
４０２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様リリース８を参照して定められるＭＩＢブロックと同様
であっても良いが、他の場合にはＭＴＣサービスビットフラグ及び１又は複数のビット変
化フラグを含むよう適応されても良い。
【００４５】
　ＭＴＣサービスフラグビットは、関連する基地局がＭＴＣサービスを提供するか否かを
、端末に示しても良い。ＭＴＣサービスを提供しようとする端末は、基地局により送信さ
れたＭＴＣサービスフラグビットをチェックし、ＭＴＣサービスフラグビットが存在し、
基地局がＭＴＣサービスを提供することを示する場合には、ＭＴＣ特有手順を続けても良
い。幾つかの実施形態では、ＭＴＣサービスを提供しようとする端末は、ＭＴＣサービス
を提供する基地局を更に探し続けても良い。
【００４６】
　代替又は追加で、変化フラグの各々は、個々の変化フラグに関連する、ＳＩＢ１ブロッ
ク、ＳＩＢ２ブロック、及びＳＩＢ２Ｍブロック（「ＳＩＢブロック」）の中の情報が、
所与の時間量の範囲内で前に受信したＳＩＢブロックと異なるか否かを示しても良い。端
末は、関連するＳＩＢ変化フラグビットが関連するＳＩＢブロックの中の情報が変化した
ことを示すまで、新しく受信したＳＩＢブロックをデコードし処理する代わりに、格納さ
れたＳＩＢブロック情報を再利用しても良い。端末は、次に、個々の現在のＳＩＢブロッ
ク又は複数のブロックをデコードし、自身の前に格納したＳＩＢブロック又は複数のブロ
ックに関連する情報を更新し、関連するＳＩＢ変化フラグが、関連するＳＩＢ送信信号の
中の情報が再び変化したことを示すまで、現在のＳＩＢブロック情報を使用しても良い。
一実施形態では、ここで言及される格納されたＳＩＢ情報は、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２、及び
ＳＩＢ２Ｍブロックデータコンテンツであっても良い。
【００４７】
　ＳＩＢ送信信号の中の情報に変化が起こるまで、ＳＩＢブロックコンテンツの中の情報
を格納し再利用することは、特に、端末がカバレッジ不足状態で動作するとき、端末の検
出遅延、したがって、基地局に接続するために端末が要する時間を短縮できる。端末によ
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り格納されたＳＩＢ送信信号からの情報にいかなる変化も起こっていないことに応答して
、端末は、ＭＩＢ送信信号４０２の検出に関連する検出遅延を経験することがあるが、Ｓ
ＩＢ送信信号の検出に関連する更なる検出遅延を回避できる。例えば、端末は、ＭＩＢブ
ロック送信信号周期４２０に関連する検出遅延を経験し得る。
【００４８】
　ＭＩＢブロック送信信号４０２がＭＴＣリソース割り当てで送信されるとき、ＭＩＢブ
ロックは、ＭＴＣユーザ及びリソース割り当てに固有であっても良い。幾つかの実施形態
では、ＭＩＢブロックは、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに関連するＭＩＢブロックと
異なっても良い。例として、ＭＴＣリソース割り当てを利用するＭＩＢブロック送信信号
４０２は、ＬＴＥ　Ｒｅｌ８ペイロードに比べて相対的に小さなペイロードを有し、上述
のものと同様の又は同じＳＩＢ変化フラグを有し得る。ＭＩＢペイロードが小さいほど、
ＰＨＹリソース割り当て要件を縮小し、したがって、同じＰＢＣＨインスタンスのより多
くの繰り返しを利用でき、結果として低いデコードに相当する（lower　decoding　equiv
alent）ＳＩＮＲを生じる。
【００４９】
　幾つかの実施形態では、ＭＩＢブロック送信信号４０２がＭＴＣリソース割り当てで送
信されるとき、ＭＴＣサービスフラグビットは含まれなくても良い。代わりに、端末は、
関連する基地局がＭＴＣサービスを提供するか否かを決定するために、ＤＬ　ＭＴＣリソ
ース割り当ての存在を調べても良い。幾つかの実施形態では、このチェックは、ＭＴＣ　
ＭＩＢブロックを成功裏にデコードすることにより実行され得る。
【００５０】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３は、図２の中央リソース割り
当て２０２及び／又は図３の中央リソース割り当て３０２に通常対応する中央リソース割
り当てのような、中央リソース割り当てにより送信されても良い。代替又は追加で、ＳＩ
Ｂ１ブロック送信信号４０３は、図２のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２０８及び／又は
図３のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て３０８に通常対応するＭＴＣリソース割り当てのよ
うな、ＭＴＣリソース割り当てで生成されても良い。
【００５１】
　ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３は、第１のフレーム４０６ａの間に送信される第１の
ＳＩＢ１ブロック送信信号インスタンス４２２と、第３のフレーム４０６ｃ、第５のフレ
ーム４０６ｅ、及び第７のフレーム４０６ｇの間に送信される繰り返しの第１のＳＩＢ１
ブロック送信信号インスタンス４２４と、を有しても良い。ＳＩＢ１ブロック送信信号４
０３は、第９のフレーム４０６ｉの間に送信される第２のＳＩＢ１ブロック送信信号イン
スタンス４２６と、第１２のフレーム（図示しない）以降の間に同様に送信される繰り返
しの第２のＳＩＢ１ブロック送信信号インスタンス（図示しない）とを更に有しても良い
。第２のＳＩＢ１ブロック送信信号インスタンス４２６の第１のＳＩＢ１ブロック送信信
号インスタンス４２２に対するタイミングは、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３の周期に
基づいても良い。
【００５２】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３の周期は、ＬＴＥ無線アクセ
スネットワークに関連するシステム情報１（system-information-one：ＳＩ１）に等しく
ても良い。ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３は、カバレッジ不足を経験している端末がＳ
ＩＢ１ブロック送信信号４０３を累積的に検出できるように、ＳＩ１周期４２８の長さに
渡り繰り返しても良い。幾つかの例では、ＳＩ１周期４２８は、８０ｍｓであっても良い
。しかしながら、他のＳＩ１周期４２８の時間が用いられても良い。
【００５３】
　幾つかの例では、ＳＩ１ブロック送信信号４０３の個々の送信信号インスタンスは、Ｓ
ＦＮを基準とする、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３を含むフレーム４０６の１／６ミリ
秒サブフレームで送信されても良い。例えば、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３の個々の
送信信号インスタンスは、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに関連するサブフレーム＃５
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で送信されても良い。しかしながら、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３の個々の送信信号
インスタンスは、代替又は追加で、フレーム４０６の別のサブフレーム番号により送信さ
れても良い。
【００５４】
　ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３は、他の後続のＳＩＢブロックに関する情報を有して
も良い。例えば、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３は、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４
及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５のタイミング及び周期に関する情報を有し
ても良い。
【００５５】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４は、通常図２の中央リソース
割り当て２０２及び／又は図３の中央リソース割り当て３０２に対応する中央リソース割
り当てのような、中央リソース割り当てで生成されても良い。代替又は追加で、ＳＩＢ２
ブロック送信信号４０４は、図２のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２０８及び／又は図３
のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て３０８に通常対応するＭＴＣリソース割り当てのような
、ＭＴＣリソース割り当てで生成されても良い。
【００５６】
　ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４は、第１のフレーム４０６ａの間に送信される第１の
ＳＩＢ２ブロック送信信号インスタンス４３０を有しても良い。ＳＩＢ２ブロック送信信
号４０４は、第９のフレーム４０６ｉの間に送信される第２のＳＩＢ２ブロック送信信号
インスタンス４３２を有しても良い。第２のＳＩＢ２ブロック送信信号インスタンス４３
２の第１のＳＩＢ２ブロック送信信号インスタンス４３０に対するタイミングは、ＳＩＢ
２ブロック送信信号４０４の周期に基づいても良い。また、ＳＩＢ２ブロックのタイミン
グは、ＳＩＢ１情報によりアドバタイズされても良い。
【００５７】
　幾つかの例では、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４の周期は、ＳＩ１周期４２８と実質
的に同じであっても良い。代替で、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４は、異なる、場合に
よっては更に長い周期を有しても良く、及び／又は、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３の
周期の倍数であっても良い。例えば、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４は、８０ｍｓ、１
６０ｍｓ、３２０ｍｓ、６４０ｍｓ、等の周期、又は任意の他の周期を有しても良い。
【００５８】
　フレーム４０６の１／７ミリ秒のサブフレームで、例えばＬＴＥ無線アクセスネットワ
ークに関連するサブフレーム＃６で送信されるように示されるが、ＳＩＢ２ブロック送信
信号４０４のタイミングは、変化しても良く、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３を介して
通信されても良い。
【００５９】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、図２の中央リソース割
り当て２０２及び／又は図３の中央リソース割り当て３０２に通常対応する中央リソース
割り当てのような、中央リソース割り当てで生成されても良い。代替又は追加で、ＳＩＢ
２Ｍブロック送信信号４０５は、図２のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て２０８及び／又は
図３のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て３０８に通常対応するＭＴＣリソース割り当てのよ
うな、ＭＴＣリソース割り当てで生成されても良い。
【００６０】
　ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、第１のフレーム４０６ａの間に送信される第１
のＳＩＢ２Ｍブロック送信信号インスタンス４３４と、第２のフレーム４０６ｂ乃至第６
のフレーム４０６ｆの間の繰り返しの第１のＳＩＢ２Ｍブロック送信信号インスタンス４
３６と、を有しても良い。ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、第９のフレーム４０６
ｉの間に送信される第２のＳＩＢ２Ｍブロック送信信号インスタンス４３８と、第１０の
フレーム４０６ｊ乃至第１４のフレーム（図示しない）の間の繰り返しの第２のＳＩＢ２
Ｍブロック送信信号インスタンス（図示しない）とを更に有しても良い。第２のＳＩＢ２
Ｍブロック送信信号インスタンス４３８の第１のＳＩＢ２Ｍブロック送信信号インスタン
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ス４３４に対するタイミングは、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の周期に基づいても
良い。
【００６１】
　幾つかの例では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の周期は、ＳＩＢ２ブロック送信
信号４０４の周期と実質的に同じであっても良い。代替で、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号
４０５は、異なる周期を有しても良い。例えば、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、
８０ｍｓ、１６０ｍｓ、３２０ｍｓ、６４０ｍｓ、等の周期、又は任意の他の周期を有し
ても良い。幾つかの実施形態では、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３は、ＳＩＢ２ブロッ
ク送信信号４０４及びＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の両方について１つの周期を示
しても良い。
【００６２】
　フレーム４０６の１／８ミリ秒のサブフレームで、例えばＬＴＥ無線アクセスネットワ
ークに関連するサブフレーム＃７で送信されるように示されるが、ＳＩＢ２Ｍブロック送
信信号４０５のタイミングは、変化しても良く、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３を介し
て通信されても良い。
【００６３】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、ＳＩＢ１ブロック送信
信号４０３及び／又はＳＩＢ２ブロック送信信号４０４に対して、相対的に軽いペイロー
ドを有しても良い。例として、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３及び／又はＳＩＢ２ブロ
ック送信信号４０４は、ペイロード及び／又は上位レイヤコーディングの各々について、
関連する上位レイヤコーディングにより乗算され、最大で４８０ビット又はそれ以上を有
しても良い。幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、関連する上
位レイヤコーディングにより乗算され、３２ビット又はそれ以上のペイロードを有しても
良い。ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３及び／又
はＳＩＢ２ブロック送信信号４０４に対して、相対的に小さい検出遅延を有しても良い。
【００６４】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、１３ビットを含むプリ
アンブル情報部分、２８ビットを含むＰＲＡＣＨ構成部分、及び予約ビットを有しても良
い。例えば、プリアンブル情報部分は、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに関連するprea
mbleInfo　ＩＥ（information　element）を有しても良い。プリアンブル情報部分は、Ｒ
Ａプリアンブル番号に割り当てられる４ビットと、プリアンブルグループＡ構成に割り当
てられる更なる９ビットと、を有しても良い。ＰＲＡＣＨ構成部分は、ＬＴＥ無線アクセ
スネットワークに関連する１０ビットのrootSequenceIndex　ＩＥと１８ビットのPrach-C
onfigInfo　ＩＥとを有するprach-Config　ＩＥを有しても良い。幾つかの実施形態では
、Prach-ConfigInfoのうちの６ビットは、ＭＴＣを実行する端末が固定であるとき、使わ
れなくても良い。幾つかの実施形態では、使われない６ビット及び予約された１ビットは
、カバレッジ不足を経験している端末によりＰＲＡＣＨのために又は更に決定され得る他
のシグナリング使用のために使用され得る専用ＰＲＡＣＨリソースの追加グループをサポ
ートしても良い。ブロック送信信号及びＩＥはここでは特定の大きさを有するとして記載
されたが、ブロック送信信号及び／又はＩＥは他の大きさを有しても良い。例えば、ブロ
ック送信信号及び／又はＩＥは、ここに記載されたよりも多くの又は少ないビットを有し
ても良い。
【００６５】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０６の物理レイヤ（ＰＨＹ）は
、追加で、全部で４０ビットの８ビットＣＲＣ（cyclic　redundancy　check）を有して
も良い。代替又は追加で、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、４０ビットを乗算する
１／４８の低コーディングを有しても良く、ＱＰＳＫ変調を利用できるので、関連する６
個のＰＲＢリソース割り当て及び９６０個の可能なＲＥ（resource　element）に渡り送
信される１９２０個のＰＨＹコードビットを生じ得る。幾つかの実施形態は、これらの９
６０個のＲＥを主となる中央の６個のＰＲＢリソース割り当てにより送信しても良い。他
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の実施形態は、ＭＴＣリソース割り当てにより利用される６個のＰＲＢを使用しても良い
。
【００６６】
　幾つかの実施形態では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５のＰＨＹは、３２０ビット
／ＰＲＢで、６個のＰＲＢに渡り送信されても良い。代替又は追加で、ＳＩＢ２Ｍブロッ
ク送信信号４０５のＰＨＹは、ＱＰＳＫ（quadrature　phase-shift　keying）変調され
て、ＰＲＢ当たり１６０個のＰＨＹ符号化ＳＩＢ２Ｍ　ＲＥを介して送信されても良い。
例えば、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、６個のＰＲＢに渡り、セル固有参照信号
（cell-specific　reference　signal：ＣＲＳ）を除き、１つの完全なサブフレームを占
有しても良い。
【００６７】
　ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の受信感度は、ＭＩＢブロック送信信号４０２の受
信感度と同様であると推定できる。ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の繰り返しは、－
１５ｄＢのカバレッジ不足を経験している端末にカバレッジを提供できる。幾つかの実施
形態では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の６回の繰り返しは、＋３ｄＢの電力ブー
ストを有するＣＲＣ送信信号を含むＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の６回の繰り返し
により、－１５ｄＢのカバレッジ不足を経験している端末にカバレッジを提供できる。し
たがって、幾つかの例では、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５は、６回繰り返されても
良く、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の周期は、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４の
周期と等しくても良い。
【００６８】
　ＭＩＢブロック送信信号４０２は、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３のコンテンツ、Ｓ
ＩＢ２ブロック送信信号４０４のコンテンツ、及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４
０５のコンテンツに対する変化を示すために定められる変化フラグを有しても良い。
【００６９】
　変化フラグのデコーディング及び格納されたＳＩＢコンテンツの再利用は、変化フラグ
により示されるとき、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３のコンテンツ、ＳＩＢ２ブロック
送信信号４０４のコンテンツ、及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５のコンテン
ツのうちの１又は複数が特定の時間枠の間に変更されないままである場合、端末により経
験される遅延を短縮できる。幾つかの実施形態では、検出時間枠は、最小ＳＩＢ２周期と
同じくらい短くても良い。
【００７０】
　例として、端末は、基地局との初期アクセス手順の間に、前のＳＩＢ１ブロック送信信
号４０３からのＩＥ（「ＳＩＢ１コンテンツ情報」）、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４
からのＩＥ（「ＳＩＢ２コンテンツ情報」）、及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４
０５からのＩＥ（「ＳＩＢ２Ｍコンテンツ情報」）を格納しても良い。端末は、さらに、
次に、ＭＩＢブロック送信信号４０２の変化フラグを格納しても良く、ＳＩＢ１ブロック
送信信号４０３、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４、及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信
信号４０５に関連する変化フラグが関連するＳＩＢブロックに対する変化の不存在を示す
変化フラグ値を有する場合、格納されたＳＩＢ１コンテンツ情報、及び／又は格納された
ＳＩＢ２コンテンツ情報、及び／又は格納されたＳＩＢ２Ｍコンテンツ情報を再利用して
も良い。端末は、さらに、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３のコンテンツ、ＳＩＢ２ブロ
ック送信信号４０４のコンテンツ、及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５のコン
テンツを検出しても良く、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３、ＳＩＢ２ブロック送信信号
４０４、及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５に関連する変化フラグが関連する
ＳＩＢブロックに対する変化を示す変化フラグ値を有する場合、ＳＩＢ１ブロック送信信
号４０３、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４、及び／又はＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４
０５からの格納されたコンテンツ情報を更新しても良い。
【００７１】
　幾つかの実施形態では、端末がアイドル状態からリソース制御（resource　control：
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ＲＲＣ）接続状態へ遷移することに応答して、端末は、ＭＩＢブロック送信信号４０２の
中に埋め込まれた変化フラグを調べても良い。
【００７２】
　幾つかの実施形態では、変化フラグは、ＭＩＢブロック送信信号４０２の中に含まれる
対応するビットをであっても良い。例えば、ＭＩＢブロック送信信号４０２は、１つはＳ
ＩＢ１コンテンツ情報の変化状態を示し（「ＳＩＢ１変化フラグ」）、１つはＳＩＢ２コ
ンテンツ情報の変化状態を示し（「ＳＩＢ２変化フラグ」）、１つはＳＩＢ２Ｍコンテン
ツ情報の変化状態を示す（「ＳＩＢ２Ｍ変化フラグ」）、３個の変化フラグのシリーズを
有しても良い。例えば、関連するＳＩＢ１ブロックコンテンツのうちのいずれの情報も変
化していない場合、関連する変化ビットはゼロの値に設定されても良い。反対に、ＳＩＢ
送信信号の中の情報が変化している場合、関連する変化ビットは１の値に設定されても良
い。
【００７３】
　例として、端末は、変化フラグが０００の値を有することを検出しても良い。ここで、
第１のビットはＳＩＢ１変化ビットであり、第２のビットはＳＩＢ２変化ビットであり、
第３のビットはＳＩＢ２Ｍビットである。これに応答して、端末は、格納されたＳＩＢ１
コンテンツ情報、格納されたＳＩＢ２コンテンツ情報、及び格納されたＳＩＢ２Ｍコンテ
ンツ情報を再利用しても良い。端末により経験される遅延は、したがって、ＭＩＢブロッ
ク送信信号４０２の検出に関連しても良い。
【００７４】
　端末は、変化フラグが００１の値を有することを検出しても良い。これに応答して、端
末は、格納されたＳＩＢ１コンテンツ情報及び格納されたＳＩＢ２コンテンツ情報を再利
用しても良い。端末は、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５を検出し、自身の格納された
ＳＩＢ２Ｍコンテンツ情報を使用し更新しても良い。端末により経験される遅延は、した
がって、ＭＩＢブロック送信信号４０２及びＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５の検出に
関連しても良い。
【００７５】
　幾つかの実施形態では、端末は、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５を検出し、ＳＩＢ
２Ｍ変化フラグ値にかかわらず、ＳＩＢ１変化ビット又はＳＩＢ２変化ビットが関連する
ＳＩＢコンテンツの中の変化を示す場合、格納されたＳＩＢ２Ｍコンテンツ情報を更新し
ても良い。
【００７６】
　例えば、端末は、変化フラグが１０１又は１００の値を有することを検出しても良い。
これに応答して、端末は、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３のコンテンツを検出し、更新
されたＳＩＢ１コンテンツ情報を使用し格納しても良い。端末は、ＳＩＢ２Ｍブロック送
信信号４０５のコンテンツも検出し、自身の関連する格納されたＳＩＢ２Ｍコンテンツ情
報を更新しても良い。端末は、格納されたＳＩＢ２コンテンツ情報を再利用しても良い。
端末により経験される遅延は、したがって、ＭＩＢブロック送信信号４０２の検出及び処
理、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３の検出及び処理、並びにＳＩＢ２Ｍブロック送信信
号４０５の検出及び処理によりトリガされる遅延検出時間に関連し得る。
【００７７】
　代替又は追加で、端末は、変化フラグが０１１又は０１０の値を有することを検出して
も良い。これに応答して、端末は、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４のコンテンツを検出
し、自身の格納されたＳＩＢ２コンテンツ情報を更新しても良い。端末は、ＳＩＢ２Ｍブ
ロック送信信号４０５のコンテンツも検出し、自身の格納されたＳＩＢ２Ｍコンテンツ情
報を更新しても良い。端末は、格納されたＳＩＢ１コンテンツ情報を再利用しても良い。
端末により経験される遅延は、したがって、ＭＩＢブロック送信信号４０２の検出及び処
理、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０４の検出及び処理、並びにＳＩＢ２Ｍブロック送信信
号４０５の検出及び処理によりトリガされる遅延検出時間に関連し得る。
【００７８】
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　代替又は追加で、端末は、変化フラグが１１０又は０１１の値を有することを検出して
も良い。これに応答して、端末は、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３のコンテンツを検出
及び処理し、自身の格納されたＳＩＢ１コンテンツ情報を更新しても良い。端末は、ＳＩ
Ｂ２Ｍブロック送信信号４０４のコンテンツも検出し、自身の格納されたＳＩＢ２コンテ
ンツ情報を更新しても良い。端末は、関連する変化フラグが１に設定されている場合（変
化フラグレジストリで１１１のとき）、ＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５を検出及び処
理し、自身の格納されたＳＩＢ２Ｍコンテンツ情報を更新しても良い。したがって、（変
化フラグレジストリが１１１に設定されるとき）端末により経験される遅延はＭＩＢブロ
ック送信信号４０２、ＳＩＢ１ブロック送信信号４０３、ＳＩＢ２ブロック送信信号４０
４、及びＳＩＢ２Ｍブロック送信信号４０５を検出及び処理することにより要求される全
体の検出及び処理時間に関連し得る。
【００７９】
　図５は、２重受信機端末が用いられる場合、カバレッジ不足の端末にサービスを提供し
ようとするとき、図１の無線アクセスシステム１００の中で実施され得る例示的な物理レ
イヤ（ＰＨＹ）リソース割り当て５００の図である。
【００８０】
　幾つかの実施形態では、カバレッジ不足の装置にサービスを提供するために利用され得
るＰＨＹリソース割り当て５００は、図２の中央リソース割り当て２０２及び／又は図３
の中央リソース割り当て３０２に通常対応する中央リソース割り当てで生成される図４の
ＭＩＢブロック送信信号４０２に通常対応するＭＩＢ　ＰＨＹインスタンスの繰り返しに
基づく送信信号スキームを提示する。２個の受信機（Ｒｘ）のＭＴＣ装置の場合、各ＭＩ
Ｂインスタンスは、図５にＭＩＢインスタンスと同じフレームの中に示されるように３回
繰り返されても良い。単一ＲｘのＭＴＣ装置では、同じＭＩＢインスタンスは、ＭＩＢイ
ンスタンスと同じフレームの中で６回繰り返されても良い。ＭＴＣ適応ＭＩＢコンテンツ
及びＰＨＹ構造は、（上述の繰り返し方式を除いて）ＬＴＥ無線アクセスネットワークに
関連するＭＩＢコンテンツ及びＰＨＹ構造と同様であっても良い。しかし、コンテンツは
、ＭＴＣサービスフラグ、ＳＩＢ１変化フラグ、ＳＩＢ２変化フラグ、及び／又はＳＩＢ
２Ｍ変化フラグを含むよう更新されても良い。ここで推定される繰り返しの量は、代替で
、幾つかの場合の実装では増大され、及び／又は伝搬チャネルに依存し得る。
【００８１】
　ＰＨＹリソース割り当て５００は、ユーザデータリソース要素５０２を有しても良い。
幾つかの例では、ユーザデータリソース要素５０２は、ＰＨＹリソース割り当て５００に
より使用されなくても良く、他の使用のために専用であっても良い。ＰＨＹリソース割り
当て５００は、Ｐ－ＳＣＨ（primary　synchronization　channel）リソース要素５０６
を有しても良い。Ｐ－ＳＣＨリソース要素５０６は、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに
関連するＰ－ＳＣＨを有しても良い。代替又は追加で、ＰＨＹリソース割り当て５００は
、ＤＬ参照信号リソース要素５０４を有しても良い。ＤＬ参照信号リソース要素５０４は
、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに関連するＤＬ参照信号を有しても良い。代替又は追
加で、ＭＩＢリソース割り当てに埋め込まれるＤＬ参照信号リソース要素５１０は、電力
ブーストされても良い。一例として、＋３ｄＢブーストが、ＤＬ参照信号リソース要素５
１０に適用されても良い。これは、一方で、ＭＩＢデコーディングＳＩＮＲを低下させ得
る。
【００８２】
　代替又は追加で、ＰＨＹリソース割り当て５００は、リソース要素５０８（以後、「Ｍ
ＴＣ－ＰＢＣＨリソース要素５０８」）を含むＭＴＣ－ＰＢＣＨインスタンスを有しても
良い。ＭＴＣ－ＰＢＣＨリソース要素５０８は、ＭＴＣ　ＭＩＢブロックの１つのインス
タンスを有しても良い。ＰＨＹリソース割り当て５００は、ＭＴＣ－ＰＢＣＨリソース要
素５０８の繰り返しを含み得るリソース要素５１２（以後、「複製ＭＴＣ－ＰＢＣＨリソ
ース要素５１２」）を含む複製のＭＴＣ－ＰＢＣＨインスタンスを有しても良い。複製Ｍ
ＴＣ－ＰＢＣＨリソース要素５１２は２個のリソースブロック対に渡り２回繰り返される
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として示されるが、カバレッジ不足を経験している又はカバレッジ不足を経験していない
端末がＭＴＣ　ＭＩＢブロックを検出できるように、複製ＭＴＣ－ＰＢＣＨリソース要素
５１２はより多く又は少なく繰り返されても良い。
【００８３】
　幾つかの例では、ＭＴＣ　ＭＩＢブロック及び／又はＳＩＢ２Ｍブロックの利用は、カ
バレッジ不足を経験している端末による検出のために、従来のＭＩＢブロック及びＳＩＢ
ブロックを繰り返すよりも少ないリソースを利用し得る。
【００８４】
　図６は、カバレッジ不足の端末にサービスを提供しようとするとき、図１の無線アクセ
スシステム１００の中で実施され得るＭＴＣ帯域ＭＩＢ　ＰＨＹリソース割り当て６００
の図である。
【００８５】
　幾つかの実施形態では、ＰＨＹリソース割り当て６００は、図２のＤＬ　ＭＴＣリソー
ス割り当て２０８及び／又は図３のＤＬ　ＭＴＣリソース割り当て３０８に通常対応する
ＭＴＣリソース割り当てのようなＭＴＣリソース割り当てで生成された図４のＭＩＢブロ
ック送信信号４０２に通常対応するＭＴＣ帯域ＭＩＢブロックのＰＨＹリソース割り当て
を表す。ＰＨＹリソース割り当て６００は、ＭＴＣリソース割り当ての追加参照ブロック
に同様に配置されても良い。代替又は追加で、ＰＨＹリソース割り当て６００は、ＭＴＣ
リソース割り当てＭＩＢブロックを検出するために、カバレッジ不足を経験している端末
に許容される適切な回数だけ時間的に繰り返されても良い。
【００８６】
　別の実施形態では、別個のＰＢＣＨの運ぶＭＩＢブロック情報は、図２の中央リソース
割り当て２０２及び／又は図３の中央リソース割り当て３０２に通常対応する中央リソー
ス割り当てのような、中央リソース割り当てで定められても良い。別個のＰＢＣＨは、カ
バレッジ不足状態で動作している端末に専用のＭＩＢブロックに関連付けられても良い。
別個のＰＢＣＨブロックは、ＬＴＥ無線アクセスネットワークに関連するＭＩＢブロック
を運んでも良い。
【００８７】
　幾つかの実施形態では、ＭＴＣリソース割り当てＭＩＢブロックは、中央リソース割り
当ての通常の（ＬＴＥ　Ｒｅｌ８の定義のような）ＭＩＢブロックよりも相対的に軽いペ
イロードを有しても良い。幾つかの実施形態では、ＭＴＣリソース割り当てＭＩＢブロッ
クコンテンツは、１２ビットの長さであっても良い。これらの１２ビットは、以下を有し
ても良い。
【００８８】
　・ＳＦＮ情報の８個のＭＳＢ（most　significant　bit）に割り当てられる８ビット
　・変化ビットフラグのための３ビット
　・将来の使用のために予約された１ビット
　ＰＨＹコーディングは、最大で合計２０ビットまで、８ビットＣＲＣを追加しても良い
。任意的に、ＭＴＣ帯域ＭＩＢ送信信号は、ＰＨＩＣＨ（physical　hybrid　automatic
　repeat-request　indicator　channel）のために２ビットを割り当てても良い。
【００８９】
　このＭＴＣ　ＭＩＢブロックのＰＨＹコーディングは、合計で９６０ビットのコーディ
ングされたＰＨＹ　ＭＩＢペイロードを生成する、１／４８の低レベルコーディングを有
しても良い。幾つかの実施形態では、ＭＴＣリソース割り当てＭＩＢ　ＰＨＹ符号化ブロ
ックは、６個のＰＲＢに渡り４８０個のＲＥにより送信されるように、ＱＰＳＫ変調され
ても良い。ＭＩＢ　ＰＨＹ符号化コンテンツは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ８．ｓで定められるよう
な、４個の連続するインスタンスに渡り送信される。
【００９０】
　ＭＴＣリソース割り当てＭＩＢ送信信号ブロックは、図４を参照して前述したＳＩＢ変
化フラグに通常対応する変化フラグを有しても良い。この場合、いかなるＭＴＣサービス
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ビットフラグも、必要ない。
【００９１】
　ＰＨＹリソース割り当て６００は、異なるユーザのデータ送信に通常対応するリソース
要素６０２を有しても良い。ＰＨＹリソース割り当て６００は、図５のＤＬ参照信号リソ
ース要素５０４に通常対応するＤＬ参照信号リソース要素６０４を有しても良い。ＰＨＹ
リソース割り当て６００は、ＭＴＣ　ＭＩＢ　ＳＩＮＲを向上し得る＋３ｄＢブーストさ
れたＤＬ参照信号リソース要素６１０を用いても良い。
【００９２】
　代替又は追加で、ＰＨＹリソース割り当て６００は、ＭＴＣ－ＰＢＣＨ信号リソース要
素６０８を有しても良い。幾つかの実施形態では、ＭＴＣ－ＰＢＣＨ信号リソース要素６
０８はＭＴＣ　ＭＩＢコンテンツ、つまりＭＴＣ帯域ＭＩＢ送信信号のＳＦＮ（system　
frame　number）部分を有しても良い。ＰＨＹリソース割り当て６００は、２個の複製Ｍ
ＴＣ－ＰＢＣＨ信号リソース要素６１２を有しても良い。
【００９３】
　幾つかの実施形態では、変化フラグは、ＭＴＣ－ＰＢＣＨ信号リソース要素６０８及び
複製ＭＴＣ－ＰＢＣＨ信号リソース要素６１２の中に含まれても良い。幾つかの実施形態
では、単一受信機ＭＴＣ装置に注意を向けると、ＭＴＣ－ＰＢＣＨ信号リソース要素６０
８は、（図６に示す２個の代わりに）５個の複製を有しても良い。
【００９４】
　幾つかの例では、ＭＴＣリソース割り当てでＭＴＣ帯域ＭＩＢブロック送信信号を含む
ことは、図５を参照して記載した中央リソース割り当てのＭＴＣ適応ＭＩＢ送信信号に比
べてリソースの節約を提供できる。
【００９５】
　本願明細書に記載した実施形態は、以下に更に詳細に議論するように、種々のコンピュ
ータハードウェア又はソフトウェアモジュールを備えた特定用途又は汎用コンピュータの
使用を含み得る。
【００９６】
　本願明細書に記載した実施形態は、コンピュータにより実行可能な命令又はデータ構造
を伝える又は格納しているコンピュータ可読媒体を用いて実施され得る。このようなコン
ピュータ可読媒体は、汎用又は特定目的コンピュータによりアクセスできる利用可能な媒
体であり得る。例として且つ限定ではなく、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ
（Random　Access　Memory）、ＲＯＭ（Read-Only　Memory）、ＥＥＰＲＯＭ（Electrica
lly　Erasable　Programmable　Read-Only　Memory）、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact　Disc　R
ead-Only　Memory）又は他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置又は他の磁気記
憶装置、フラッシュメモリ装置（例えば、固体メモリ素子）を含む非一時的コンピュータ
可読記憶媒体、又はコンピュータにより実行可能な命令若しくはデータ構造の形式で所望
のプログラムコード手段を伝える若しくは格納するために用いられ汎用若しくは特定目的
コンピュータによりアクセス可能な他の媒体を有し得る。上述の組合せも、コンピュータ
可読媒体の範囲に包含され得る。
【００９７】
　コンピュータにより実行可能な命令は、例えば、汎用コンピュータ、特定目的コンピュ
ータ（例えば、１又は複数のプロセッサ）又は特定目的処理装置に特定の機能又は機能グ
ループを実行させる命令及びデータを有しても良い。本発明の主題は構造的特徴及び／又
は方法論的動作に特有の言葉で記載されたが、本発明の主題は、特許請求の範囲に定めら
れる上述の特定の特徴又は動作に限定されないことが理解されるべきである。むしろ、上
述の特定の特徴及び動作は、特許請求の範囲の実施の例示的形態として開示されたもので
ある。
【００９８】
　本願明細書で用いられるように、用語「モジュール」又は「コンポーネント」は、モジ
ュール若しくはコンポーネントの動作を実行するよう構成される特定ハードウェア実装、
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及び／又はコンピューティングシステムの汎用ハードウェア（例えばコンピュータ可読媒
体、処理装置、等）に格納され及び／又はそれらにより実行され得るソフトウェアオブジ
ェクト若しくはソフトウェアルーチンを表しても良い。幾つかの実施形態では、本願明細
書に記載されたのと異なるコンポーネント、モジュール、エンジン及びサービスは、（例
えば、別個のスレッドとして）コンピューティングシステムで実行されるオブジェクト又
は処理として実施されても良い。本願明細書に記載のシステム及び方法の幾つかは概して
（汎用ハードウェアに格納される及び／又はそれにより実行される）ソフトウェアで実装
されるように記載されたが、専用ハードウェアの実装又はソフトウェアと専用ハードウェ
アの組み合わせの実装も可能であり考えられる。この説明では、「コンピュータエンティ
ティ」は、本願明細書で先に定められたようにコンピューティングシステム、又はコンピ
ューティングシステムで実行されるモジュール若しくはモジュールの組合せであっても良
い。
　本願明細書に記載された全ての例及び条件文は、教育上の目的で、読者が本発明の原理
及び発明者により考案された概念を理解するのを助け、技術を促進させるためであり、こ
れらの特に記載された例及び条件に限定されないものと考えられるべきである。本発明の
実施形態が詳細に記載されたが、種々の変更、置換及び修正が本発明の精神及び範囲から
逸脱することなく行われうることが理解されるべきである。

【図１】 【図２】

【図３】
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